
令和６年５月１日    第 166 号

◆一般会計及び特別会計予算 104 億 8,537 万円を可決◆一般会計及び特別会計予算 104 億 8,537 万円を可決

砂あそびでおままごとをする園児の様子砂あそびでおままごとをする園児の様子

（南幌いちい保育所）（南幌いちい保育所）

第１回定例会第１回定例会



事
業
費
、
並
び
に
基
金
積
立
金
の
減
額
に

よ
る
。

◆
補
正
額　

２
，
９
６
１
万
８
千
円
減
額

○�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
で
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

繰
越
金
の
追
加
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
減

額
。歳

出
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
の
追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

１
６
９
万
３
千
円
追
加

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
で
は
、
温
泉
周
辺
整
備
事
業
に
係

る
基
金
繰
入
金
及
び
地
方
債
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
温
泉
周
辺
整
備
事
業
費
の

追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

３
，
０
８
７
万
円
追
加

〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

　

職
務
の
名
称
変
更
及
び
給
料
表
等
級
別

基
準
の
見
直
し
に
よ
る
。

○
南
幌
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

（
改
正
）

○
南
幌
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
で
は
、
町
税
、
普
通
交
付
税
、
寄

附
金
の
追
加
、
並
び
に
事
務
事
業
の
精
査
。

　

歳
出
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業

費
、
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
等
改
修
費
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
の
追
加
、

職
員
給
与
費
、
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

の
減
額
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

２
億
５
，
２
３
６
万
６
千
円

減
額

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

歳
入
で
は
、
南
幌
温
泉
整
備
事
業
に
係

る
国
庫
支
出
金
、
基
金
繰
入
金
、
並
び
に

地
方
債
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
南
幌
温
泉
整
備
事
業
費
の

追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

９
億
４
，
５
８
８
万
２
千
円

追
加

○�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
で
は
、
道
支
出
金
、
一
般
会
計
繰

入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
の
追
加
に
よ

る
。

◆
補
正
額　

１
，
６
５
３
万
円
追
加

○
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

入
院
及
び
外
来
収
益
、
並
び
に
事
務
事

業
の
精
査
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

・
収
益
的
収
入　

１
，
４
６
３
万
２
千
円

追
加

・
収
益
的
支
出　

５
８
８
万
５
千
円
追
加

・
資
本
的
収
入　

20
万
円
減
額

・
資
本
的
支
出　

20
万
５
千
円
減
額　

○��

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

歳
入
で
は
、
江
別
市
公
共
下
水
道
事
業

起
債
償
還
分
負
担
金
の
追
加
、
一
般
会
計

繰
入
金
、
国
庫
補
助
金
、
下
水
道
事
業
債

の
減
額
。

歳
出
で
は
、
江
別
市
汚
水
処
理
に
係
る

経
費
負
担
金
、
消
費
税
額
の
確
定
に
よ
る

追
加
、
晩
翠
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
に
係
る

設
計
委
託
料
、
南
幌
関
連
工
事
負
担
金
並

び
に
地
方
債
償
還
額
の
確
定
に
伴
う
減
額

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

５
，
４
４
８
万
６
千
円
減
額　

○�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
で
は
、
繰
越
金
の
追
加
、
一
般
会

計
繰
入
金
、
下
水
道
事
業
債
の
減
額
。

　

歳
出
で
は
、
公
営
企
業
会
計
移
行
業
務

に
係
る
委
託
料
の
減
額
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

10
万
７
千
円
減
額

○�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

歳
入
で
は
、
介
護
保
険
料
の
追
加
、
国

庫
支
出
金
、
道
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付

金
、
並
び
に
一
般
会
計
繰
入
金
の
減
額
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
、
地
域
支
援

３月３月

審議結果審議結果

　３月定例会は３月６日に開会し、令和６年度町政執行　３月定例会は３月６日に開会し、令和６年度町政執行

方針、教育行政執行方針が演説されました。方針、教育行政執行方針が演説されました。

　その後、令和５年度各会計補正予算等 28 議案を審議し、　その後、令和５年度各会計補正予算等 28 議案を審議し、

いずれも原案のとおり可決。また、令和６年度各会計予いずれも原案のとおり可決。また、令和６年度各会計予

算案と関連条例など 11 議案を予算審査特別委員会に審査算案と関連条例など 11 議案を予算審査特別委員会に審査

付託しました。付託しました。

　２日目は 10 名の議員が一般質問に立ち、執行方針等に　２日目は 10 名の議員が一般質問に立ち、執行方針等に

対する理事者の考えをただしました。対する理事者の考えをただしました。

　本会議は 13 日に再開し、令和６年度各会計予算案、条　本会議は 13 日に再開し、令和６年度各会計予算案、条

例制定などを審議し、いずれも原案のとおり可決・採択例制定などを審議し、いずれも原案のとおり可決・採択

し閉会しました。し閉会しました。

第１回定例会第１回定例会

条
例
制
定
等

令
和
５
年
度
補
正
予
算

令
和
６
年
度
補
正
予
算
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第
２
回
臨
時
会
は
、
補
正
予
算
１
件
が

提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

除
排
雪
経
費
の
追
加
及
び
財
源
調
整
と

し
て
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
追
加
に
よ

る
。

◆
補
正
額　

２
，
７
５
０
万
円
追
加

　
　

○
南
幌
町
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
に
関

す
る
条
例
（
改
正
）

　

高
等
学
校
等
に
通
学
す
る
生
徒
の
通
学

費
補
助
基
準
等
の
見
直
し
の
た
め
。

○
南
幌
町
介
護
保
険
条
例
（
改
正
）

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
。

○
南
幌
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
る
。

○
南
幌
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
（
改
正
）

　

国
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
改
正
に
よ
る
。

○
南
幌
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条

例
（
改
正
）

○
南
幌
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
等
に
関
す
る
条
例
（
改

正
）

○
南
幌
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
等
に
関
す

る
条
例
（
改
正
）

○
南
幌
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
等
に
関
す
る
条
例（
改
正
）

　

国
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

の
改
正
に
よ
る
。

　

次
の
意
見
書
を
採
択
し
、
各
省
庁
等
へ

送
付
し
ま
し
た
。

〇
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民
運
動
の
さ
ら

な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

農
林
水
産
省
が
公
表
し
た
２
０
２
１
年

度
の
食
品
ロ
ス
量
は
５
２
３
万
ト
ン
。
飢

餓
で
苦
し
む
人
々
の
た
め
の
年
間
支
援
は

４
８
０
万
ト
ン
で
日
本
に
お
け
る
食
品
ロ

ス
と
し
て
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
て
し
ま
う
食
料
が
、
そ
の
1.1
倍
以
上

と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
政
府
に
対

し
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民
運
動
の
さ
ら

な
る
推
進
の
た
め
に
、
特
段
の
取
組
を
求

め
る
。

①
「
て
ま
え
ど
り
」
な
ど
、
エ
シ
カ
ル
消

費
の
普
及
啓
発
を
一
層
進
め
る
と
と
も

に
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
積
極
的
に
進
め
る

事
業
者
の
評
価
や
支
援
の
強
化
を
図
る
こ

と
。

②
「
食
べ
き
り
」
を
積
極
的
に
進
め
る
た

め
の
取
組
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
な
ど
、

他
３
件
を
要
望
。

◆
提
出
者　

佐
藤　

妙
子
議
員

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
補
正
予
算
１
件
、

条
例
改
正
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
で
は
、
低
所
得
者
支
援
等
給
付
金

の
給
付
に
係
る
国
庫
補
助
金
の
追
加
、
一

般
寄
附
金
及
び
教
育
費
寄
附
金
の
追
加
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
の
追
加
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
額
。

　

歳
出
で
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

災
害
義
援
金
の
追
加
、
低
所
得
者
支
援
等

給
付
金
の
給
付
に
係
る
経
費
の
追
加
、
児

童
生
徒
等
医
療
費
助
成
事
業
費
の
追
加
、

子
ど
も
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
全
道
大
会
等
補

助
金
の
追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

３
，
９
０
０
万
７
千
円
追
加

〇
南
幌
町
手
数
料
徴
収
条
例
（
改
正
）

　

戸
籍
法
の
改
正
に
よ
る
。

意　

見　

書

令
和
５
年
度
補
正
予
算

条
例
制
定
等

令
和
５
年
度
補
正
予
算

町政を知る良い機会町政を知る良い機会

議会を傍聴しませんか！議会を傍聴しませんか！

第２回定例会は第２回定例会は
６月開催です６月開催です

第
１
回

　
１
月
30
日

第
２
回

　
２
月
21
日
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定例会・臨時会審議結果



１
月
26
日

〇
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

○
町
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

○
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足
給
付

金
に
つ
い
て

〇
第
９
期
介
護
保
険
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

〇
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
（
案
）
・
第
３

期
障
が
い
児
福
祉
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

〇
公
会
計
導
入
に
伴
う
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

〇
準
工
業
用
地
整
備
計
画
に
つ
い
て

〇
地
域
公
共
交
通
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

２
月
21
日

〇
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

〇
「
あ
い
る
ー
と
」
運
用
拡
充
に
つ
い
て

〇
子
ど
も
室
内
遊
戯
施
設
指
定
管
理
料
に
つ

い
て

〇
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
つ
い
て

◆
総
務
常
任
委
員
会

１
月
12
日

〇
南
幌
小
学
校
通
学
路
調
査
の
ま
と
め

〇
高
齢
者
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て

２
月
６
日

〇
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
鶴
城
と
の
懇
談

２
月
15
日

〇
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

３
月
21
日

〇
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
と
の
懇
談
に
つ

い
て

〇
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

１
月
23
日

〇
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

３
月
19
日

〇
議
会
報
告
懇
談
会
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
産
業
経
済
常
任
委
員
会
の
審

議
結
果
作
成
に
つ
い
て

〇
来
年
度
の
調
査
項
目
に
つ
い
て

◆
議
会
運
営
委
員
会

１
月
19
日

〇
こ
れ
ま
で
の
議
会
評
価
シ
ー
ト
か
ら
の
協

議
の
ま
と
め

〇
議
員
定
数
削
減
・
議
員
報
酬
に
つ
い
て
の

協
議
結
果

〇
議
会
評
価
シ
ー
ト
の
振
り
分
け
に
つ
い
て

〇
今
後
の
議
会
運
営
委
員
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

２
月
28
日

〇
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

３
月
26
日

〇
提
出
さ
れ
た
議
会
評
価
シ
ー
ト
の
ま
と
め

◆
南
幌
町
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

１
月
26
日

〇
町
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
決
策
等

に
つ
い
て

２
月
21
日

○
議
会
報
告
懇
談
会
に
つ
い
て

〇
南
幌
議
会
大
規
模
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
定
に
つ
い
て

３
月
６
日

○
議
会
報
告
懇
談
会
の
意
見
集
約
に
つ
い
て

３
月
26
日

〇
分
科
会
方
式
に
よ
る
自
由
討
議
の
実
施
に

つ
い
て

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

委
員
会
活
動

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

一
部
事
務
組
合
議
会
の
動
き

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合(

第
１
回
定
例
会)

◆
２
月
16
日(

出
席
議
員　

熊
木
・
側
瀬)

〇
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
条
例
制
定

〇
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正
予
算

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正
予
算

〇
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

〇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

南
空
知
葬
斎
組
合　

（
第
１
回
定
例
会)

◆
２
月
22
日(

出
席
議
員　

湯
本
・
加
藤
・

星)〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
（
専
決
処
分
）

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

〇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

南
空
知
消
防
組
合(

第
１
回
定
例
会)

◆
２
月
26
日(

出
席
議
員　

西
股
・
細
川
・

家
塚)

〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
（
専
決
処
分
）

〇
令
和
５
年
度
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
６
年
度
会
計
予
算

〇
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定

〇
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期

末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

〇
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

〇
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

〇
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

〇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合(

第
１
回

定
例
会)

◆
２
月
26
日(

出
席
議
員　

側
瀬)

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
事

業
特
別
会
計
予
算

長
幌
上
水
道
企
業
団(

第
３
回
定
例
会)

◆
２
月
27
日(

出
席
議
員　

側
瀬
・
石
川
・

佐
藤
・
高
橋
・
家
塚)

〇
企
業
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
専
決
処
分
）

〇
給
水
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定〇
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

〇
令
和
５
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

〇
執
行
方
針

南
空
知
公
衆
衛
生
組
合(

第
３
回
定
例
会)

◆
２
月
28
日(

出
席
議
員　

星
・
熊
木
・
細

川)〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定(

専
決
処
分)

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定(

専
決
処
分)

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

〇
執
行
方
針
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　令和５年度の３回目となる議会報告懇談会を、２月 23

日（祝日）午後２時から 15 名の参加のもと、保健福祉総

合センターあいくるで開催しました。

　今回は、参加された皆様全員からお話をいただくよう

２班に分かれての開催といたしました。２班とも和やか

な雰囲気の中で、日頃から感じていることなど多くの意

見や要望が出されました。

　今回いただきました意見や要望は、速やかに町へ伝え

ています。

　主な意見や要望は次のとおりです。

議会報告懇談会を開催！

～所　感～

　一昨日からの大雪にもかかわらず、多数の皆様に参加をいただきました。今回は２班に分かれ小人

数ということもあり、話しやすい雰囲気の中で数多くのご意見やご要望が出され、また、南幌町の歴史

なども含めお話があり大変有意義な懇談会となりました。

　今後、開催にあたっては、より多くの皆様に参加いただけるような工夫が必要であると感じました。

（家塚）

①通学路の街灯を増設してほしい。

②通学路の除雪について、歩道が除雪してない場　

合、子どもが車道を歩き危険である。

③北町から小学校までの通学路の距離がある。ス

クールバス利用の調査をしてほしい。

④旧南幌高校が避難所として利用できることを周

知してはどうか。

⑤ゴミステーションのあり方について、高齢者の

多い地区では設置箇所によって危険である。収集

場所、収集方法を検討してほしい。

⑥中学生などを対象にして、子ども議会を開催し

てはどうか。

⑦準工業団地に誘致する企業に高齢者の雇用を促

進してほしい。

⑧バス減便に関して、運転手不足と承知している

が不安である。対応を検討してほしい。

⑨ハザードマップの避難経路、水の影響がない道

路を利用できるように掲載してほしい。

⑩議員のなり手不足について、現役議員が後継者

を育て受け継いではどうか。

⑪議会だよりの発行が遅い、もっと早く出せない

のか。

⑫議会報告懇談会等は、こまめに開催してほし

い。

⑬議会だよりの発行に時間がかかるのであれば、

議会通信のようなものを発行しては。

　なお、議会に寄せられた意見や要望は検討して

いきます。

■令和６年第１回定例会

令和５年度会計補正予算、令和６年度会計予算及び関連条

例の審査、条例改正など 28 議案について、議長を除く 10

名の議員が賛成しました。

議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の提

供に努めるため、議案などに対する各議員の賛否を公表します。

※議長は採決に加わっていません。

■令和６年第２回臨時会

補正予算１議案について、議長を除く

10 名の議員が賛成しました。

■令和６年第１回臨時会

補正予算、条例制定２議案について、

議長を除く10名の議員が賛成しました。

42024.5 NANPORO5 2024.5NANPORO

※掲載されていない議案はすべて全員賛成、議長は採決に加わっていません。

報告懇談会・賛否の公表



62024.5 NANPORO7 2024.5NANPORO

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

一
般
質
問
に

一
般
質
問
に
1010
人
が
登
壇

人
が
登
壇

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

家
いえづかまさひと

塚雅人 議員

家
塚
議
員

　

南
幌
み
ど
り
野
団
地
は
札
幌

都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
、
昭
和
49
年
北
海
道
住
宅
供

給
公
社
が
事
業
主
体
と
な
り
造

成
、分
譲
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
数
年
前

よ
り
子
育
て
支
援
を
重
点
に

数
々
の
施
策
を
展
開
し
、
そ
の

一
つ
と
し
て
子
育
て
し
や
す
い

住
環
境
の
提
供
に
力
を
注
ぎ
、

そ
の
結
果
と
し
て
造
成
済
で
あ

る
住
宅
用
地
も
残
り
約
３
２
０

区
画
と
な
り
、
数
年
後
に
は
宅

地
完
売
の
見
通
し
が
立
っ
て
く

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

み
ど
り
野
団
地
内
の
唯
一
の
未

造
成
用
地
で
あ
る
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
向
か
い
に
位
置
す

る
約
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
に

つ
い
て
、
町
長
と
し
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
お
持
ち
か
伺
う
。

町　

長
住
宅
供
給
公
社
は
、
平
成
16

年
２
月
の
債
務
超
過
に
よ
る

特
定
調
停
の
成
立

を
受
け
、
北
海
道

の
指
導
監
督
の
も

と
、
令
和
32
年
度

ま
で
の
計
画
的
な
債
務
返
済
の

履
行
を
進
め
て
い
る
た
め
、
現

に
保
有
す
る
分
譲
資
産
の
処

分
、
賃
貸
資
産
の
管
理
以
外
、

新
た
な
事
業
に
着
手
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
向
か
い
に
位
置
す
る
約

18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
未
造
成
用
地

に
つ
い
て
は
、
宅
地
造
成
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

す
。現

在
、
み
ど
り
野
団
地
の
未

分
譲
宅
地
は
約
３
２
０
区
画
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
当
該
用

地
は
市
街
地
に
隣
接
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
用
地
の

利
活
用
に
係
る
ニ
ー
ズ
調
査
の

実
施
に
つ
い
て
、
住
宅
供
給
公

社
に
要
請
し
ま
す
。

家
塚
議
員

　

現
況
を
考
え
る
と
、
住
宅
供

給
公
社
に
お
い
て
宅
地
造
成
な

Ｑ 南幌みどり野団地における
未造成用地について

Ａ 利活用に係るニーズ調査を

住宅供給公社に要請します

録画映像

ど
の
事
業
が
で
き
な
い
こ
と
は

十
分
理
解
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、
都
市
計
画
用
途
区
域
に
お

け
る
良
質
な
住
宅
地
と
し
て
の

供
給
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。　

町　

長
み
ど
り
野
団
地
は
５
～
６
年

後
に
お
お
む
ね
の
分
譲
が
完
了

す
る
よ
う
、
分
譲
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
き
た
住
ま
い
る

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、
準
工
業
用
地
の

整
備
を
成
功
さ
せ
、
町
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

本
町
の
未
造
成
地
の
造
成
に
関

連
す
る
、
新
た
な
計
画
に
つ
な

が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

５.あなたが町外に住みたい理由は何ですか？ (４.の質問で、④町外で暮らしたいと回答した方のみ ) 

　①仕事・学業のため　６人　②夢の実現のため　２人　③都会へのあこがれ　０人

　④娯楽が無いから　０人　⑤その他　１人 (交通手段が少ない。老後、車がないと生活しづらい。)

６.あなたが特に南幌町にあったらいいと思うものを一つ選んでください。

　①鉄道、地下鉄　11 人　②ショッピングセンター　２人　③飲食店・カフェ　０人

　④娯楽施設（映画館など）０人　　⑤その他　１人 (コミュニティーコーナー )　

７.あなたは将来、南幌町がどのような町になってほしいと思いますか？

　 また、生まれ育った南幌町のいいところを教えてください！（自由記載）

　・公共交通機関が発達してほしい　・駅がある華やかな町　・高校生が通学しやすい環境　・自然が豊か

　・知る人で知る町　・田舎最高

８.昨年４月の南幌町議会議員選挙への投票は？ ①行った ８人　②行かなかった ５人　③回答しない １人
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一般質問

石
川
議
員

　

本
町
は
数
年
人
口
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
商
店
街
で
は
廃
業

す
る
店
が
増
え
て
い
ま
す
。
商

店
数
が
減
少
す
る
こ
と
で
ま
ち

の
賑
わ
い
が
な
く
な
り
、
ひ
い

て
は
ま
ち
全
体
の
活
気
の
衰
退

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
空
き
店
舗
活
用
支
援
事

業
」
に
よ
り
貸
店
舗
に
お
い
て

営
業
す
る
店
は
増
え
ま
し
た

が
、
長
続
き
せ
ず
閉
店
す
る
店

が
多
い
の
は
、
支
援
効
果
が
薄

い
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
っ

と
汎
用
性
の
あ
る
支
援
事
業
を

実
施
し
起
業
者
の
誘
致
に
当
た

る
べ
き
で
は
。

町　

長　

　

空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業

は
、
空
き
店
舗
の
解
消
、
並
び

に
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
も

の
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
現
在

ま
で
９
店
舗
が
新
た
に
出
店

し
、
４
店
舗
が
閉
店
と
な
り
ま

し
た
が
、
事
業
の
効
果
は
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

事
業
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
に
お
い
て
経
営
相
談
及

び
開
業
指
導
を
行
い
、
商
工
会

か
ら
の
報
告
書
に
基
づ
き
支
援

の
適
否
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
店
舗
の
賃
借
料
の
他

に
、
建
物
の
増
改
築
や
備
品
購

入
な
ど
、
開
業
に
係
る
経
費

を
補
助
し
て
お
り
、

商
工
会
か
ら
現
制
度

で
の
事
業
継
続
に
つ

い
て
要
望
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

石
川
議
員

　

中
央
通
り
商
店
街

は
、
今
多
く
の
店
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
降
ろ

し
た
ま
ま
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
状

況
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

町　

長　

　

現
在
の
中
央
通
り

商
店
街
の
店
舗
は
30

軒
あ
り
、
そ
の
う
ち

Ａ 実態や現状に即した

事業の実施に努めます 石
いしかわやすひろ

川康弘 議員

Ｑ 商店街の活性化について

空
き
店
舗
は
６
軒
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
新
た
に
１
軒
の

出
店
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
店
舗
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
業
態

の
変
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
、

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
て
商

工
会
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

石
川
議
員

　

道
内
の
ほ
か
の
町
で
は
、

「
起
業
者
等
支
援
補
助
金
事

業
」
や
「
後
継
者
等
新
規
就
業

支
援
事
業
」
を
行
っ
た
り
、

「
に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
事
業
」

や
「
ま
ち
な
か
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
商
店
街
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

町　

長

　

全
国
的
に
商
店
街
の
店
舗
数

は
30
年
間
で
４
割
減
少
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町

の
支
援
事
業
も
、
こ
れ
で
終
わ

り
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
町
の
状
況
も
変
わ
っ

て
く
る
と
思
う
の
で
、
商
工
会

と
連
携
を
図
り
、
実
態
や
現
状

に
即
し
た
事
業
の
実
施
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆実施期間　令和６年１月７日～１月 15 日

　アンケート依頼件数　36 名　回答数 14 名 ( うちＱＲコード回答３名 )　回答率 38.9％

南幌町議会　20 歳のアンケート調査　　

１.性別　①男　11 人　②女 ３人

２.現在のお住まい　①町内　９人　②町外 (道内 )２人　③町外 (道外 )３人

３.現在の就職や進学の状況　①社会人　３人　②学生・その他　11 人

４.あなたは南幌町に住みたいですか ?

　①今後も町内で暮らしたい　５人  ②いずれ町内で暮らしたい　０人

　③働く場があれば町内で暮らしたい　０人　 ④町外で暮らしたい　９人　⑤その他　０人

南幌町議会「20 歳のアンケート調査」集計結果南幌町議会「20 歳のアンケート調査」集計結果

録画映像

【執行方針分】
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Ｑ 食料・農業・農村基本法
改正に向けた考えは

Ａ 新基本法の改正内容を
踏まえ検討します

西
股
議
員

現
在
開
催
中
の
通
常
国
会
に

て
食
料
安
全
保
障
の
抜
本
的
な

強
化
、
環
境
と
調
和
の
取
れ
た

産
業
へ
の
転
換
、
人
口
減
少
下

に
お
け
る
生
産
水
準
の
維
持
・

発
展
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
の
観
点
か
ら
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
改
正
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
な
新
基
本
法
の
改
正

案
は
不
透
明
の
段
階
だ
が
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て

は
、
執
行
方
針
で
も
農
業
振
興

と
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
方
針

が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
や

農
地
・
農
業
者
に
関
す
る
具
体

的
な
数
字
の
入
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

町　

長
現
在
、
国
が
進
め
て
い
る
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改

正
案
で
は
、
食
料
安
全
保
障
の

抜
本
的
な
強
化
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
令

和
２
年
に
策
定
さ
れ
今
年
度
で

５
年
目
を
迎
え
、
近
年
の
農
業

情
勢
を
考
え
る
と
、
中
間
見
直

し
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
新
基
本

法
の
改
正
内
容
や
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
る
時
期
を
十
分
考
慮

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
数
値
目
標
に
つ
い
て

は
国
の
数
値
目
標
を
踏
ま
え
て

検
討
し
ま
す
。

 西
股
議
員

改
正
さ
れ
る
新
基
本
法
で

は
、
生
産
段
階
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
に
つ
い
て
も
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
て
、

そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
の
町

長
の
考
え
は
。

町　

長
農
業
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

に
基
づ
き
、
水
田
の
メ
タ
ン
排

出
削
減
や
化
学
肥
料
、
化
学
農

薬
の
使
用
低
減
な
ど
環
境
負
荷

低
減
の
取
組
に
向
け
て
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

細
川
議
員

　

姉
妹
町
の
熊
本
県
多
良
木
町

と
の
児
童
交
流
学
習
事
業
は
、

両
町
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
な

ど
の
知
識
を
広
め
る
と
と
も
に

友
好
を
築
く
貴
重
な
体
験
と
な

る
事
業
で
す
。

　

児
童
が
民
泊
し
、
民
泊
家
庭

と
の
絆
を
深
め
、
民
泊
家
庭
同

志
の
友
好
が
継
続
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
参
加
す
る

に
は
児
童
の
民
泊
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
お

り
、
様
々
な
理
由
で
民
泊
を
受

け
入
れ
で
き
な
い
家
庭
の
児
童

は
、
こ
の
事
業
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

児
童
誰
も
が
参
加
で
き
る
よ

う
、
参
加
要
件
の
緩
和
が
必
要

と
思
い
ま
す
。

　

 

姉
妹
町
児
童
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

Ｑ Ａ 

本
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
で
実
施
し
ま
す

一般質問

西
にしまたひろし

股裕司 議員

細
ほそかわ

川美
み き お

喜男 議員

録画映像

　

例
え
ば
民
泊
を
し
な
い
で
研

修
施
設
等
で
寝
食
を
と
も
に
す

る
ケ
ー
ス
を
混
在
さ
せ
る
方
法

も
視
野
に
入
れ
、
実
施
方
法
を

検
討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長

　

４
年
ぶ
り
の
事
業
再
開
に
あ

た
り
多
良
木
町
と
協
議
し
た
結

果
、
民
泊
を
行
う
こ
と
が
子
ど

も
と
そ
の
家
族
が
互
い
に
触
れ

合
い
、
学
び
合
う
機
会
と
し
て

事
業
効
果
が
高
い
と
改
め
て
確

認
し
た
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
形
で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
児
童
が
交
流

で
き
る
よ
う
、
多
良
木
町
の
児

童
を
受
け
入
れ
る
際
に
、
全
校

児
童
と
の
交
流
会
や
小
学
６
年

生
と
の
給
食
交
流
を
実
施
し
ま

す
。

細
川
議
員

　

今
後
、
保
護
者
の
意
見
や
意

向
を
聞
い
て
多
良
木
町
と
協
議

す
る
考
え
は
。

教
育
長

　

保
護
者
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
効

果
が
高
く
、
事
業
が
充
実
す
る

か
を
十
分
検
討
し
進
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

録画映像

【執行方針分】
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Ｑ 高齢者の生きがいづくりについて

Ａ 外出機会の創出に取り組みます
熊
く ま き け い こ

木惠子 議員

一般質問

熊
木
議
員

第
９
期
南
幌
町
介
護
保
険
事

業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
で

は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分

ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
目
指
す
と
し
て
、

施
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
健

康
推
進
事
業
や
、
高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
と
な
る
老
人
会
や

カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
な
ど
、
誰
も
が

高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
と
か
か

わ
り
な
が
ら
人
生
を
豊
か
に
過

ご
し
て
い
け
る
よ
う
支
え
あ
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
っ
て
参
加
を
促
す

こ
と
が
今
以
上
に
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

会
合
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と

や
、
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
外
出
の
機
会
を
創

出
し
、
引
き
こ
も
り
や
孤
立
者

を
出
さ
な
い
た
め
に
具
体
的
な

施
策
を
伺
う
。

町　

長
本
町
で
は
、
地
域
の
高
齢
者

が
気
軽
に
集
え
る
「
カ
フ
ェ
サ

ロ
ン
」
の
ほ
か
「
高
齢
者
い
き

い
き
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」
「
男

の
料
理
教
室
」
な
ど
、
様
々
な

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を
提
供

し
て
お
り
、
参
加
者
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
者
が

関
心
や
興
味
を
持
て
る
事
業
の

拡
充
を
検
討
し
、
外
出
機
会
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

熊
木
議
員

外
出
の
機
会
を
創
出
す
る
た

め
に
、
足
の
確
保
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
あ
い
る
ー
と

を
も
っ
と
気
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
高
齢
者
へ
の
減
免
措
置

と
し
て
、
利
用
料
金
を
１
０
０

円
に
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
老

人
会
の
会
合
へ
の
出
前
講
座
の

充
実
、
地
域
担
当
職
員
と
の
関

わ
り
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
と
考
え
ま
す
が
、
参
加
促
進

に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
伺

う
。

町　

長
出
前
講
座
や
健
康
教
育
に
参

画
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
口
コ
ミ
や
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
で
事
業
の
勧
誘
を
行
っ
て

お
り
、
参
加
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
あ

い
る
ー
と
は
新
年
度
よ
り
回
数

券
の
導
入
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

の
試
験
運
行
、
介
護
認
定
者
の

介
添
人
の
料
金
割
引
を
実
施
し

ま
す
。
高
齢
者
向
け
の
事
業
に

お
け
る
特
別
料
金
や
割
引
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

熊
木
議
員

　

教
育
執
行
方
針
で
は
生
涯
を

通
じ
て
生
き
生
き
と
学
び
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、家
庭
、

地
域
、
学
校
、
行
政
が
一
体
と

な
り
教
育
振
興
の
充
実
・
発
展

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
新
し
い
環
境
で
の

学
習
や
生
活
に
不
適
合
を
起
こ

す
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
顕
在

化
す
る
な
か
、
令
和
７
年
度
か

ら
導
入
さ
れ
る
、
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
町
民

へ
の
説
明
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

教
育
長

　

保
護
者
へ
の
説
明
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
や
、
保
護
者
が
学
校
へ

集
ま
る
機
会
に
あ
わ
せ
、
教
育

委
員
会
か
ら
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

熊
木
議
員

　

ぽ
ろ
ろ
ロ
ビ
ー
を
町
民
誰
も

が
気
軽
に
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
居
心
地
の
良
い
椅
子

の
配
置
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

仕
切
る
な
ど
の
環
境
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　

ぽ
ろ
ろ
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
小

中
学
生
の
利
用
や
各
サ
ー
ク
ル

の
発
表
、
展
示
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
利
用

が
広
が
る
よ
う
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

熊
木
議
員

　

児
童
生
徒
の
学
習
の
場
と
し

て
の
活
用
や
、
交
流
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世

代
間
交
流
の
で
き
る
場
と
し

て
、
図
書
室
の
一
部
を
く
つ
ろ

げ
る
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
環

境
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

　

い
つ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
図
書
室
と
な
る
よ
う
に
、
利

用
者
目
線
で
考
え
、
読
書
活
動

や
学
習
活
動
が
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
検
討
し
、
既
存
施
設

を
活
用
し
た
取
組
で
対
応
し
ま

す
。

　

 

学
校
教
育
の
推
進
と

社
会
教
育
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

Ｑ Ａ 

既
存
施
設
を
活
用
し
て
進
め
ま
す

録画映像
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星
ほし

　真
ま き

希 議員

Ｑ 交流人口・移住定住人口の増加と

地域の活性化について

Ａ デジタル田園都市国家構想総合戦略を

策定し定住人口の増加につなげます

星
議
員

　

南
幌
町
で
は
「
子
育
て
世
代

住
宅
建
築
費
助
成
事
業
」
を
展

開
し
、
昨
年
度
の
人
口
動
態
調

査
に
お
い
て
「
日
本
人
人
口
増

加
率
」
が
全
国
一
位
と
な
り
、

他
の
自
治
体
か
ら
も
注
目
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
の
み
ど
り
野
団

地
の
早
期
完
売
や
地
域
に
不
足

し
て
い
る
人
材
を
担
う
対
策
の

一
つ
と
し
て
「
地
域
と
様
々
な

形
で
関
係
を
持
つ
人
づ
く
り
」

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

町
が
地
元
の
農
業
・
企
業
、

商
業
と
連
携
し
、
町
外
の
若
者

世
代
や
企
業
・
農
業
関
連
と
の

関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ
と
で

移
住
定
住
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
町
長
の
考
え
は
。

町　

長

　

関
係
人
口
に
つ
い
て
は
「
特

定
の
地
域
に
継
続
的
に
多
様
な

形
で
関
わ
る
者
」
と
国
で
定
義

さ
れ
、
地
域
外
の
人
材
が
地
域

づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て

支
援
や
は
れ
っ
ぱ
の
開
業
な
ど

に
よ
り
、
交
流
人
口
や
定
住
人

口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
包
括
連
携
協
定
に

よ
る
北
海
道
文
教
大
学
の
学
生

や
、
学
生
地
域
定
着
推
進
協
議

会
を
通
じ
た
江
別
市
内
の
大
学

生
に
町
の
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品

Ｐ
Ｒ
、
教
育
支
援
、
工
業
団
地

企
業
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

様
々
な
活
動
に
参
加
い
た
だ

き
、
若
い
世
代
の
関
係
人
口
創

出
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
新
た
に
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
地
域
外

か
ら
の
交
流
人
口
を
増
や
し
、

将
来
的
な
定
住
人
口
の
増
加
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

星
議
員

　

今
ま
で
の
人
と
人
と
の
関
わ

り
合
い
を
維
持
し
、
さ
ら
に
内

容
を
広
げ
て
い
く
考
え
は
。

町　

長

　

地
域
連
携
や
関
係
人
口
創
出

の
一
つ
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
が
見
込
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
町
民
や
団
体
、
地

域
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で

あ
り
、
現
時
点
で
は
、
そ
う
し

た
活
動
を
有
効
活
用
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
か
ら
、
関
係
人
口

の
新
た
な
創
出
を
す
る
た
め
の

事
業
化
な
ど
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

一般質問

湯
本
議
員

　

南
幌
町
は
軟
弱
地
盤
で
あ

り
、
多
く
の
活
断
層
に
囲
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
に
対

す
る
防
災
対
策
の
強
化
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
特
に
冬
期
の
対

策
で
、
地
震
の
揺
れ
で
は
生
き

延
び
て
も
、
寒
さ
で
命
を
落
と

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
地
域
の
特
性
に

あ
わ
せ
た
防
災
対
策
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

冬
期
間
の
災
害
で
は
低
体
温

症
・
凍
死
が
脅
威
と
な
り
ま
す
。

冬
期
間
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

の
具
体
的
な
内
容
、
ま
た
、
救

援
が
到
着
す
る
ま
で
の
対
応
に

つ
い
て
は
。

町　

長

　

停
電
対
策
訓
練
、
備
蓄
資
機

材
の
機
能
性
確
認
・
動
作
訓
練

の
ほ
か
、
町
民
の
方
に
冬
期
間

の
避
難
所
生
活
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
防
寒
対
策
や
ご
家
庭
で

の
備
蓄
品
に
対
す
る
意
識
の
向

上
と
自
助
・
公
助
・
共
助
に
対

す
る
考
え
方
を
広
く
共
有
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
命
救

助
と
な
れ
ば
、
自
衛
隊
の
到
着

を
待
た
ず
、
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、町
が
消
防
、

警
察
と
連
携
・
協
力
し
て
、
救

助
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

湯
本
議
員

　

国
の
防
災
基
本
計
画
で
は
計

画
作
成
段
階
に
お
い
て
、
女
性

の
参
画
を
推
進
し
、
女
性
の
意

見
を
反
映
で
き
る
よ
う
配
慮
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

期
計
画
策
定
に
向
け
て
町
の
考

え
は
。

町　

長

　

広
く
町
民
の
意
見
を
聞
き
、

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い

き
ま
す
。

湯
本
議
員

　

町
内
の
介
助
を
必
要
と
す
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
利
用

者
は
災
害
時
に
直
接
あ
い
く
る

の
福
祉
避
難
所
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

町　

長

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
入

所
者
は
、
福
祉
避
難
所
の
受

入
対
象
者
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
各
施
設
で
避
難
計
画
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
災
害
対
策
に
つ
い
て

Ｑ Ａ 

自
助
・
公
助
・
共
助
の
考
え
を

共
有
し
た
い
と
考
え
ま
す

湯
ゆ も と

本　要
かなめ

 議員

録画映像

録画映像

【執行方針分】

【
執
行
方
針
分
】
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Ｑ 新型コロナワクチン後遺症の
被害者救済について

Ａ 本町は他の自治体と比べて
周知の不足は感じていません

高
橋
議
員

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
の
話
題
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
で
苦
し
み

不
安
を
感
じ
て
い
る
人
々
が
、

今
も
な
お
増
え
続
け
、
薬
害
史

上
に
残
る
悲
劇
と
い
う
思
い
も

よ
ら
ぬ
形
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

続
い
て
い
ま
す
。

　

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
構(

Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ)

に
よ
る
と
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
副
作
用
報
告
件
数
は
令
和

５
年
10
月
29
日
報
告
分
ま
で
で

３
６
，
９
２
６
件
、
重
篤
症
例

８
，
９
１
８
件
、
死
亡
報
告
２
，

１
７
１
件
さ
ら
に
予
防
接
種
健

康
被
害
救
済
制
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
健
康
被
害

救
済
申
請
審
査
の
進
達
受
理
件

数
は
令
和
６
年
２
月
19
日
現
在

で
１
０
，
２
７
３
件
、
認
定
件

数
６
，
２
７
６
件
、
う
ち
死
亡

認
定
は
４
６
３
件
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
一
般
国
民
の
健
康
被
害

救
済
制
度
の
認
知
度
は
一
割
程

度
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
が
知

れ
ば
申
請
数
が
増
え
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後
遺

症
等
の
相
談
に
来
ら
れ
た
方
の

人
数
と
症
状
は
。

町　

長

　

相
談
20
名
う
ち
10
名
健
康
観

察
し
て
い
ま
す
。

高
橋
議
員

　

申
請
時
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
。

町　

長

　

保
健
福
祉
課
で
制
度
の
説

明
、
書
類
の
準
備
な
ど
寄
り

添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

高
橋
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
等
に

よ
る
健
康
被
害
防
止
の
努
め
は

国
の
方
針
で
も
あ
る
の
で
、
予

防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
の

さ
ら
な
る
周
知
の
徹
底
は
急
務

だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

町　

長

　

接
種
時
に
お
け
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
と
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
行
い
ま

す
。

高
橋
議
員

　

相
談
に
来
ら
れ
た
方
は
制
度

を
知
っ
て
い
た
か
。
ま
た
、
申

請
者
は
何
名
か
。

保
健
福
祉
課
長

　

申
請
者
は
１
名
で
制
度
は
ご

存
じ
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

高
橋
議
員

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
れ
ま
で

の
通
知
方
法
で
は
知
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
。
救
済
さ
れ
る

べ
き
人
が
救
済
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
制
度
は
診
療
し
た
医

師
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
の
因
果

関
係
を
証
明
し
て
い
る
必
要
が

な
く
、
接
種
後
に
亡
く
な
っ
た

場
合
は
そ
の
ご
家
族
が
申
請
で

き
ま
す
が
制
度
を
知
ら
な
い
た

め
そ
の
情
報
に
す
ら
辿
り
着
け

て
な
い
。

　

被
害
者
の
心
身
の
救
済
に
も

つ
な
が
る
の
で
１
日
も
早
く
全

町
民
に
周
知
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
も
う
一
度
伺
う
が
、
さ

ら
な
る
周
知
が
急
務
で
は
。

町　

長

　

さ
ら
な
る
周
知
の
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

高
たかはし

橋修
しゅうへい

平 議員

一般質問

応急手当に備え議員 11 人が救命講習

録画映像

　急病人の発生に備えて応急手当を学ぶため３月 13 日、　急病人の発生に備えて応急手当を学ぶため３月 13 日、

南空知消防組合南幌支署で南幌町議会議員 11 人全員で南空知消防組合南幌支署で南幌町議会議員 11 人全員で

普通救命講習会を受講しました。普通救命講習会を受講しました。

　川平支署長による講話のあと、心肺蘇生法やＡＥＤの　川平支署長による講話のあと、心肺蘇生法やＡＥＤの

扱い方について理解を深めました。扱い方について理解を深めました。
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Ｑ 安心して産み育てられる
子育て支援について

Ａ 環境改善を図っていくことが重要です

佐
藤
議
員

本
町
で
は
、
保
育
士
確
保
の

た
め
の
「
保
育
士
就
労
支
援
事

業
」
を
継
続
す
る
と
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
保
育
士
の
人
材
不
足

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
子
育
て
世
代
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
今
後
待
機
児
童

が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す

が
、今
後
の
見
通
し
と
対
策
は
。

町　

長
令
和
６
年
度
の
保
育
申
請
数

は
、
本
年
度
よ
り
49
名
多
い

１
８
１
名
と
な
り
ま
し
た
が
、

町
内
事
業
者
と
協
議
・
調
整
を

行
い
、い
ち
い
保
育
園
に
99
名
、

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
野
幼
稚

園
保
育
部
門
に
82
名
の
受
け
入

れ
が
可
能
と
な
り
、
現
段
階
で

待
機
児
童
は
生
じ
て
お
り
ま
せ

ん
。今

後
に
お
い
て
も
、
子
育
て

世
帯
の
転
入
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
「
保
育
士

等
就
労
支
援
事
業
」
や
「
保
育

士
等
人
材
バ
ン
ク
」
の
活
用
に

よ
り
、
町
内
事
業
者
の
受
入
体

制
の
支
援
を
行
い
、
入
園
枠
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

佐
藤
議
員

近
年
保
育
事
業
所
に
お
い
て

園
児
が
使
用
済
み
紙
お
む
つ
を

持
ち
帰
る
こ
と
を
見
直
す
自
治

体
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
働
く
保
護
者
に

と
っ
て
育
児
の
負
担
軽
減
と
保

育
士
の
仕
分
け
業
務
軽
減
、
使

用
済
み
お
む
つ
を
持
ち
歩
く
こ

と
に
よ
る
感
染
症
や
衛
生
面
で

の
不
安
か
ら
で
す
。

今
後
、
使
用
済
み
の
お
む
つ

を
園
で
処
分
で
き
る
よ
う
処
分

費
用
の
助
成
の
考
え
は
。

町　

長
以
前
よ
り
、
い
ち
い
保
育
園

に
お
い
て
使
用
済
み
お
む
つ
の

自
園
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
野
幼
稚

園
に
お
い
て
も
、
本
年
４
月
か

ら
自
園
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
処
分
費
用
を
助
成
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

佐
藤
議
員

今
後
、
子
育
て
世
代
が
増
加

し
、
保
育
室
の
不
足
に
よ
り
待

機
児
童
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
が
。

町　

長
保
育
室
の
整
備
に
関
し
て
は

事
業
者
と
協
議
・
調
整
を
図
り

な
が
ら
待
機
児
童
が
な
い
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
保
育
士
の
確
保
に
関

し
て
も
町
だ
け
で
は
な
く
、
国

策
を
も
っ
て
給
料
の
引
き
上
げ

や
環
境
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。　

佐
藤
議
員

　

本
町
に
お
い
て
も
様
々
な
生

涯
教
育
に
関
す
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
女
性
が
求
め

る
講
座
内
容
や
女
性
だ
か
ら
こ

そ
理
解
で
き
る
、
女
性
の
た
め

の
講
座
の
開
設
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

仕
事
や
子
育
て
な
ど
の
経
験

を
も
と
に
地
域
の
中
で
学
び
、

自
身
を
高
め
な
が
ら
健
康
に
暮

ら
し
、
地
域
で
活
動
し
た
い
と

思
う
女
性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
女
性
が
地
域
課
題
や
生
活

環
境
に
寄
り
添
っ
た
情
報
を
共

有
し
あ
う
こ
と
は
孤
独
を
解
消

し
、
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら

生
活
を
続
け
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

　

女
性
が
い
つ
ま
で
も
輝
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
生
涯

学
習
と
し
て
の
「
女
性
の
た
め

の
講
座
」
の
開
設
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、

町
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
「
ふ

る
さ
と
南
幌
み
ら
い
塾
」
を
開

催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
事

業
の
企
画
検
討
を
行
っ
て
い
る

運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
女
性

向
け
の
生
涯
学
習
講
座
の
開
催

に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
講
座
開
催
後
の

サ
ー
ク
ル
化
や
同
じ
趣
味
趣
向

を
持
つ
仲
間
づ
く
り
の
場
と
な

る
よ
う
女
性
だ
け
で
は
な
く
、

子
育
て
中
の
保
護
者
や
介
護
を

終
え
た
方
を
対
象
と
し
た
講
座

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
議
員

　

地
域
で
活
躍
・
活
動
し
て
い

る
企
業
、
団
体
、
地
域
の
連
携

団
体
や
南
幌
町
と
連
携
し
て
い

る
大
学
か
ら
の
講
師
や
指
導
者

な
ど
の
協
力
の
働
き
か
け
は
。

教
育
長

　

ほ
か
の
団
体
と
の
連
携
や
、

包
括
連
携
も
組
ん
で
い
る
大
学

等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
講
座
が

充
実
す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

 

女
性
が
活
躍
す
る
た
め
の

生
涯
学
習
に
つ
い
て

Ｑ Ａ 

講
座
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す

佐
さ と う た え こ

藤妙子 議員

録画映像

【
執
行
方
針
分
】
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Ｑ ＩＣＴ環境のさらなる発展と
活用について

Ａ 児童生徒・教員のサポート支援の
充実を図ります

加
藤
議
員

　

現
代
社
会
に
お
い
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

で
す
が
、
公
的
機
関
を
は
じ
め

教
育
機
関
や
様
々
な
部
署
で
さ

ら
に
活
用
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
行
政
執
行
方
針
に
お
い

て
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
文
房

具
の
一
つ
と
し
て
学
校
や
自
宅

で
の
学
習
に
も
日
常
的
に
活

用
」
と
明
記
し
、
活
用
・
発
展

に
つ
い
て
今
後
の
方
針
を
示
さ

れ
ま
し
た
。
私
も
重
点
的
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
課
題
も
多
く
あ
る
と

認
識
し
、
教
育
長
に
質
問
し
ま

す
。

　

児
童
生
徒
が
日
常
的
に
家
庭

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち

帰
り
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

端
末
の
保
護
や
充
電
器
の
貸
し

出
し
の
有
無
な
ど
、
家
庭
か
ら

の
要
望
は
。

教
育
長

　

充
電
器
の
貸
し
出
し
の
要
望

は
、
中
学
校
に
お
い
て
３
件
あ

り
ま
し
た
が
、
学
校
に
お
け
る

コ
ン
セ
ン
ト
の
抜
き
差
し
を
行

う
作
業
が
繁
雑
で
あ
り
充
電
器

が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
家
庭
で
対
応
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち

帰
り
時
の
取
り
扱
い
は
、
学
校

か
ら
ル
ー
ル
を
記
載
し
た
文
章

を
各
家
庭
へ
配
布
し
周
知
し
て

い
ま
す
。

加
藤
議
員

　

悪
天
候
な
ど
に
よ
る
急
な
臨

時
休
校
の
際
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
で
き
な
い
こ
と
へ
の

考
え
は
。

教
育
長

　

急
な
臨
時
休
校
時
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
教
科
書

や
副
教
材
な
ど
の
宿
題
に
よ
る

家
庭
学
習
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
感
染
症
な
ど
に
よ

る
出
席
停
止
時
は
、
保
護
者
受

け
取
り
に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

加
藤
議
員

　

教
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け

た
研
修
会
の
実
施
に
よ
り
、
そ

の
成
果
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
に

つ
い
て
は
。

教
育
長

　

各
学
校
へ
講
師
を
派
遣
し
、

電
子
黒
板
や
学
習
ア
プ
リ
な

ど
の
操
作
方
法
の
研
修
や
、
教

員
間
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
法
な
ど
を
情
報
共
有

し
、
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

を
活
用
し
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
」
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
・

教
員
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

加
か と う し ん ご

藤真悟 議員

　　令和３年９月にオンデマンド交通「あいるーと」の運

行が開始されてから２年半が経過し、これまで多くの町

民の皆さんにご利用いただいています。

　この間、行政懇談会や議員報告懇談会において、町民

の皆さんからあいるーとの運行についての要望が多く出

されてきました。

　議会でも、一般質問や常任委員会などを通してあい

るーとに関する町への要望を伝えてきたところです。

　令和６年４月から回数券の導入と、休日に

実施される町内イベント開催にあわせ

た試験運行が実施されることとなりま

した。（星）

あの質問どうなった！？
あの質問どうなった！？

～４月より回数券の導入～４月より回数券の導入

　　　　休日イベント開催時の試験運行実施～　　　　休日イベント開催時の試験運行実施～

Follow
-up

Follow
-up ～追跡調査～

～追跡調査～

録画映像

【執行方針分】



示
場
謝
金
や
イ
ベ
ン
ト
経
費
な

ど
を
負
担
し
て
い
る
。

▲
委
員
【
子
育
て
世
代
住
宅
建

築
費
助
成
事
業
】

　

本
年
度
、
２
０
０
万
円
の

助
成
対
象
と
な
る
地
域
は
、

ど
こ
に
限
定
し
て
い
る
の

か
。
町
民
は
最
大
１
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
し

引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
課　

美
園
地
区
に

加
え
て
、
東
町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
が
対
象
エ
リ
ア

に
な
る
。
現
時
点
で
、
町
民
の

助
成
金
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。

▲
委
員
【
観
光
周
遊
策
推
進
事

業
】

　

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
更
新

の
進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課　

令
和
７
年
度

中
に
国
道
、
道
道
に
設
置
さ
れ

て
い
る
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
の

デ
ザ
イ
ン
を
、
新
た
な
デ
ザ
イ

ン
に
変
更
す
る
方
向
で
国
・
道

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

▲
委
員
【
起
業
・
事
業
承
継
支

援
補
助
金
】

　

事
業
承
継
支
援
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
自
身
が
そ
の

事
業
主
の
事
業
承
継
を
し
て

い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課　

例
え
ば
、
後

継
者
が
い
な
い
お
店
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
が
入
り
、
３
年

間
の
引
継
ぎ
後
、
そ
の
仕
事
を

担
っ
て
い
く
と
な
っ
た
場
合
に

掛
か
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
金

が
活
用
で
き
る
。

▲
委
員
【
企
業
誘
致
推
進
事
業
】

　

今
後
の
準
工
業
団
地
の
販

売
に
あ
た
っ
て
、
現
在
の
企

業
立
地
等
奨
励
金
の
見
直
し

は
。

ま
ち
づ
く
り
課　

道
に
お
け
る

企
業
立
地
、
企
業
誘
致
を
促
進

す
る
た
め
の
補
助
金
制
度
と
あ

わ
せ
て
企
業
誘
致
を
進
め
る
。

▲
委
員
【
交
通
安
全
対
策
推
進

事
業
】

　

高
齢
者
が
町
内
で
免
許
証

を
返
納
す
る
際
、
役
場
で
の

手
続
は
現
在
年
４
回
だ
が
、

２
か
月
に
１
回
程
度
に
利
便

性
を
広
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

住
民
課　

栗
山
警
察
署
に
年
間

の
開
催
日
数
を
増
や
す
よ
う
要

請
し
て
い
る
。

▲
委
員
【
防
災
対
策
事
業
】

　

災
害
備
蓄
用
備
品
で
ス
ト

ー
ブ
の
数
は
い
く
つ
あ
る
の

か
。

総
務
課　

本
年
度
購
入
分
を
含

め
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
36
台

と
大
型
ス
ト
ー
ブ
18
台
、
今
後

２
年
で
目
標
数
量
を
整
備
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

▲
委
員
【
防
災
対
策
事
業
】

　

南
幌
高
校
が
閉
校
に
な
っ

て
避
難
場
所
で
は
な
く
な
っ

た
と
思
っ
て
い
る
住
民
の
方

が
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課　

現
在
、
避
難
所
と
し

て
指
定
し
て
い
る
が
、
令
和
６

年
度
に
他
の
施
設
に
分
散
で
き

な
い
か
検
討
す
る
。

　予算審査特別委員会を３月８日、11 日、12 日に開催し、審議の結果、令和６年度各会計予算案 (一般会計・

国民健康保険特別会計・病院事業会計・介護保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・下水道事業会計 )

及び関連議案は賛成全員により「可決すべきもの」と決定し、本会議で報告しました。

　委員会での質疑を要約して掲載します。

総
　
務
　
費

▲
委
員
【
財
産
管
理
経
費
】

　

公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
女
性
の

胸
を
覆
う
三
角
巾
の
よ
う
な

も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

可
能
か
。

総
務
課　

設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
機
器
は
全
て
リ
ー
ス
の
た

め
、
リ
ー
ス
会
社
に
確
認
し
、

早
急
に
対
応
し
た
い
。

▲
委
員
【
移
住
促
進
事
業
】

　

移
住
体
験
住
宅
を
利
用
後

に
移
住
に
つ
な
が
っ
た
件
数

は
。

ま
ち
づ
く
り
課　

２
棟
で
19
世

帯
57
名
が
利
用
し
、
う
ち
２
世

帯
が
移
住
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

本
格
的
に
移
住
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
の
利
用
が
増
え
て
い

る
。

▲
委
員
【
み
ど
り
野
団
地
等
販

売
管
理
事
業
】

　

み
ど
り
野
団
地
販
売
促
進

事
業
負
担
金
の
内
訳
は
。

ま
ち
づ
く
り
課　

み
ど
り
野
団

地
の
広
告
宣
伝
費
の
負
担
と
き

た
住
ま
い
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
展

ゼロカーボンヴィレッジイメージ図

予 算 審 査 特 別 委 員 会
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▲
委
員
【
防
災
対
策
事
業
】

　

他
の
町
で
は
小
学
校
や
公

園
、
電
信
柱
な
ど
に
水
位
表

示
が
あ
る
。
本
町
で
の
水
位

表
示
板
の
設
置
の
考
え
は
。

総
務
課　

本
町
で
は
、
避
難
場

看
板
と
ス
テ
ッ
カ
ー
表
示
の
設

置
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
水

位
表
示
板
の
設
置
に
つ
い
て
河

川
管
理
者
と
町
、
地
域
住
民
と

連
携
し
、
課
題
や
進
め
方
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

▲
委
員
【
防
災
対
策
事
業
】

　

冬
場
の
低
体
温
症
な
ど
の

対
策
で
直
接
的
に
体
を
加

温
す
る
よ
う
な
機
材
は
あ
る

か
。

総
務
課　

備
蓄
品
で
は
毛
布
と

床
に
引
く
マ
ッ
ト
、
寝
袋
も
用

意
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
、

冬
に
防
災
訓
練
を
行
い
、
そ
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲
委
員
【
町
長
選
挙
事
業
】

　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
場

は
33
か
所
あ
り
、
場
所
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。
市
街
地
で

人
口
が
増
え
て
い
る
が
掲
示

場
所
の
見
直
し
は
。

総
務
課　

地
域
の
人
口
や
交
通

等
の
事
情
を
考
慮
し
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
、
投
票
区

内
の
設
置
場
所
の
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

     

民
　
生
　
費

▲
委
員
【
高
齢
者
在
宅
支
援
事

業
】

　

除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
申
請

が
、
年
々
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
担
い
手
が
減
っ
て
き

て
い
る
状
況
の
中
で
、
町
と

し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課　

現
状
の
事
業
規

模
が
限
界
の
状
況
と
考
え
て
い

る
。
現
時
点
で
は
何
と
か
事
業

が
実
施
で
き
て
い
る
。

▲
委
員
【
保
育
士
等
就
労
支
援

事
業
】

　

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

新
た
な
取
組
は
。

保
健
福
祉
課　

保
育
士
確
保
は

急
務
で
、
保
育
士
人
材
バ
ン
ク

事
業
等
の
周
知
を
図
り
、
保
育

士
の
人
材
確
保
に
努
め
る
。

▲
委
員
【
病
児
・
病
後
児
保
育

事
業
】

　

利
用
実
績
と
町
民
の
認
知

度
は
。

保
健
福
祉
課　

利
用
数
は
登
録

が
24
世
帯
39
名
、
今
年
度
の
利

用
実
績
は
実
人
数
が
４
名
、
延

べ
人
数
で
６
名
と
な
っ
て
い

る
。
安
心
し
て
病
児
・
病
後
児

保
育
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
町
立
病
院
と
の
連
携
の
上
、

事
業
周
知
に
努
め
て
い
く
。

衛
　
生
　
費

▲
委
員
【
母
子
保
健
事
業
】

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
理
由
は
。

保
健
福
祉
課　

児
童
福
祉
の
担

当
者
、
母
子
保
健
業
務
の
担
当

者
で
専
門
職
を
配
置
し
、
少
し

で
も
安
心
し
て
子
育
て
し
て
い

け
る
よ
う
窓
口
の
一
本
化
と
し

て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
。

▲
委
員
【
環
境
衛
生
経
費
】

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
に
つ

い

て
、

公

共

施

設
、

公

園

な
ど
で
の
駆
除
件
数
は
。
ま

た
、
町
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
、
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

ど
の
よ
う
な
周
知
を
し
て
い

る
か
。

住
民
課　

公
共
施
設
で
４
件
、

町
民
の
方
か
ら
の
相
談
件
数
が

３
件
あ
っ
た
。
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
町
の
予
算
で
駆
除
を
行

い
、
町
民
か
ら
の
相
談
に
つ
い

て
は
現
地
を
確
認
し
た
上
で
、

所
有
者
の
方
に
駆
除
の
会
社
を

紹
介
し
て
対
応
し
て
い
る
。

▲
委
員
【
環
境
衛
生
経
費
】

　

資
源
回
収
団
体
へ
の
奨
励

金
交
付
事
業
を
南
空
知
公
衆

衛
生
組
合
で
実
施
し
て
い
る

が
、
積
極
的
に
啓
蒙
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
町
広
報

等
で
も
定
期
的
に
周
知
す
る

べ
き
で
は
。

住
民
課　

資
源
回
収
団
体
が
23

団
体
あ
っ
た
が
、
現
在
、
９
団

体
ま
で
減
っ
て
い
る
。
周
知
は

年
に
１
回
行
っ
て
い
る
が
、
今

後
は
年
に
数
回
に
分
け
て
周
知

し
た
い
と
考
え
る
。

▲
委
員
【
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
管
理
経
費
】

　

あ
い
く
る
に
健
康
器
具
を

昨年の防災訓練の様子

予算審査特別委員会
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農
林
水
産
業
費

▲
委
員
【
農
業
委
員
会
事
務
局

運
営
事
業
】

　

換
地
デ
ー
タ
更
新
委
託
料

の
内
容
は
。

農
業
委
員
会　

道
営
農
地
整
備

事
業
、
三
重
地
区
３
８
７
筆
の

換
地
処
分
に
伴
い
、
農
地
台
帳

を
新
し
い
地
番
地
目
等
へ
の
更

新
と
地
図
を
更
新
す
る
。

▲
委
員【
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
】

　

鹿
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の

町
内
で
の
生
息
の
分
布
状
況

は
。
ま
た
、
鹿
よ
け
の
威
嚇

機
の
効
果
は
。

産
業
振
興
課　

鹿
は
夕
張
川
沿

い
か
ら
旧
夕
張
川
に
生
息
し
て

お
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
全
町
に

生
息
し
て
い
る
状
況
。
農
家
の

方
の
話
で
は
鹿
よ
け
の
音
と
光

の
撃
退
装
置
「
モ
ン
ス
タ
ー
ウ

ル
フ
」
を
設
置
し
て
か
ら
は
、

鹿
は
入
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。

▲
委
員
【
耕
地
利
用
高
度
化
推

進
事
業
】

　

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
と
畔

塗
り
機
の
購
入
は
今
後
も
継

続
す
る
の
か
。

係
で
有
機
肥
料
の
堆
肥
、
緑
肥

を
増
や
そ
う
と
い
う
傾
向
が
あ

り
、
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
増

え
て
い
る
。

商
　
工
　
費

▲
委
員
【
空
き
店
舗
活
用
支
援

事
業
】　

　

開
業
に
要
す
る
工
事
費
及

び
備
品
購
入
費
の
助
成
50
万

円
の
引
き
上
げ
は
で
き
な
い

か
。

産
業
振
興
課　

予
算
に
限
り
が

あ
り
当
面
は
現
状
で
行
う
。

▲
委
員
【
観
光
協
会
運
営
助
成

事
業
】　

　

軽
食
コ
ー
ナ
ー
の
新
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
は
。

産
業
振
興
課　

現
在
、
経
営
面

か
ら
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
メ

ニ
ュ
ー
で
行
っ
て
お
り
、
新
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
は
難
し
い
。

▲
委
員
【
な
ん
ぽ
ろ
盆
踊
り
事

業
】　

　

中
央
公
園
の
ど
こ
で
開
催

す
る
予
定
か
。
町
主
催
で
あ

る
が
団
体
や
商
工
会
へ
協
力

要
請
を
す
る
べ
き
で
は
。
ま

た
、
開
催
時
期
も
ふ
る
さ
と

に
帰
省
さ
れ
る
方
が
い
る
時

増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う

町
民
か
ら
の
声
が
あ
る
が
、

リ
ー
ス
を
含
め
増
や
す
考
え

は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課　

現
在
、
設
置
し

て
い
る
健
康
器
具
は
、
全
て
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今

後
、
増
や
す
こ
と
を
検
討
し
た

い
。

▲
委
員【
ご
み
処
理
対
策
事
業
】

　

ご
み
処
理
対
策
用
備
品
の

内
訳
は
。

住
民
課　

新
た
に
設
置
す
る
、

ご
み
ボ
ッ
ク
ス
３
台
分
の
設
置

経
費
で
東
町
２
台
、
６
区
１
台

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

産
業
振
興
課　

基
盤
整
備
事
業

関
連
で
導
入
で
き
、
５
年
に
１

回
の
水
張
り
に
よ
り
、
水
田
機

能
を
維
持
す
る
必
要
か
ら
、
要

望
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。

▲
委
員
【
新
規
就
農
支
援
事
業
】

　

ふ
る
さ
と
就
農
促
進
給
付

金
の
対
象
人
数
と
農
協
の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
。

産
業
振
興
課　

対
象
者
は
３
名

で
農
協
か
ら
は
新
規
就
農
者
激

励
会
で
記
念
品
を
渡
し
て
い

る
。

▲
委
員
【
都
市
と
の
交
流
と
販

路
拡
大
事
業
】

　

北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ

ビ
レ
ッ
ジ
で
の
食
材
提
供

は
、
南
幌
の
農
産
物
宣
伝
に

ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課　

施
設
内
の
Ｖ
Ｉ

Ｐ
エ
リ
ア
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、

選
手
ラ
ウ
ン
ジ
へ
の
食
材
を
提

供
し
て
お
り
、
メ
ニ
ュ
ー
表
記

に
産
地
を
記
載
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
ス
ー

プ
は
、
選
手
や
一
般
の
方
か
ら

も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

▲
委
員
【
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
援
対
策
事
業
】

　

環
境
保
全
型
農
業
の
取
組

は
増
え
て
き
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課　

肥
料
高
騰
の
関

期
に
開
催
し
て
は
。

産
業
振
興
課　

場
所
は
中
央
公

園
の
ス
テ
ー
ジ
前
付
近
を
考
え

て
い
る
。
協
力
要
請
は
、太
鼓
、

歌
い
手
、
商
工
会
を
通
じ
て
出

店
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
。
開
催
日
に
つ

い
て
は
、
他
の
行
事
を
考
慮
し

な
が
ら
今
後
、
決
定
し
た
い
。

土
　
木

　
費

▲
委
員
【
公
園
長
寿
命
化
改
修

事
業
】

　

中
央
公
園
電
気
設
備
改
修

工
事
と
中
央
公
園
ブ
ラ
ン
コ

設
置
工
事
の
内
容
は
。

あいくる内の健康器具

予算審査特別委員会
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分
見
極
め
な
が
ら
、
令
和
６
年

度
中
に
改
修
等
の
計
画
を
検
討

す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

▲
委
員
【
介
護
保
険
料
】

　

生
活
が
苦
し
い
方
の
た

め
、
介
護
保
険
料
を
引
き
下

げ
が
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課　

今
後
の
安
定
的

な
保
険
運
営
の
た
め
の
資
金
、

必
要
な
額
を
除
い
た
額
と
し
て

基
金
６
，
８
４
０
万
円
を
３
年

間
で
取
り
崩
す
こ
と
を
考
え
て

お
り
、
第
８
期
と
同
じ
保
険
料

の
基
準
額
を
第
９
期
に
お
い
て

も
予
定
し
て
い
る
。

都
市
整
備
課　

既
設
の
街
灯
全

て
の
撤
去
と
美
園
ま
で
の
街
灯

11
基
を
新
設
す
る
。
ブ
ラ
ン
コ

は
児
童
用
２
基
、
幼
児
用
２
基

の
ペ
ア
タ
イ
プ
４
レ
ー
ン
を
設

置
す
る
。

▲
委
員【
町
営
住
宅
管
理
事
業
】

　

栄
町
公
営
住
宅
の
浴
槽
設

備
改
修
状
況
と
公
営
住
宅
建

て
替
え
時
期
は
。

都
市
整
備
課　

栄
町
公
営
住
宅

72
戸
中
12
戸
の
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
す
べ
て
入
居
済
み
。
令

和
６
年
度
は
、
３
戸
分
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。
既
存
の
公

営
住
宅
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
の
改
修
工
事
で
あ
り
、
建
て

替
え
の
考
え
は
な
い
。

の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課　

令
和
７
年
度
の

１
年
生
が
３
ク
ラ
ス
に
な
る
予

定
か
ら
普
通
教
室
を
確
保
す
る

た
め
に
改
修
工
事
を
行
う
。

▲
委
員
【
芸
能
・
文
化
推
進
事

業
】

　

郷
土
芸
能
を
保
存
す
る
た

め
の
町
の
関
わ
り
は
。

生
涯
学
習
課　

記
録
を
情
報
と

し
て
発
信
し
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
取
組
と
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
あ
そ
び
の
達
人
教
室
で

南
幌
太
鼓
な
ど
の
体
験
を
を
と

お
し
て
伝
承
し
て
い
き
た
い
。

病
院
事
業
特
別
会
計

▲
委
員　

発
熱
外
来
診
察
室

改
修
工
事
の
完
成
時
期
と
今

後
の
診
察
場
所
は
。

町
立
病
院　

年
度
初
め
か
ら
開

始
す
る
が
休
日
工
事
の
た
め
、

完
成
時
期
は
未
定
。
場
所
は
救

急
入
口
か
ら
入
っ
て
左
の
部
屋

と
な
る
。

▲
委
員　

病
院
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
改
修
等
の
計
画

は
。

町
立
病
院　

費
用
対
効
果
を
十

▲
委
員
【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
】

　

資
材
費
の
高
騰
に
よ
る
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
を
引

き
上
げ
る
べ
き
で
は
。

都
市
整
備
課　

資
材
費
は
高
騰

し
て
い
る
が
、
十
分
に
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

▲
委
員
【
空
き
家
対
策
事
業
】

　

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る

考
え
は
。

都
市
整
備
課　

国
の
補
助
金
を

活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
、
空
き
家
対
策
計
画
や
協
議

会
の
設
置
が
必
須
要
件
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応

じ
て
検
討
し
て
い
く
。

教
　
育

　
費

 

▲
委
員
【
小
学
校
改
修
事
業
】

　

小
学
校
改
修
工
事
の
実
施

設
計
に
あ
た
っ
て
避
難
所
に

係
る
改
修
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課　

非
常
用
電
源
装

置
に
対
応
す
る
た
め
の
、
外
部

電
源
盤
の
新
設
な
ど
が
あ
る
。

▲
委
員
【
校
舎
管
理
経
費
】

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
改
修
工
事

中央公園ブランコイメージ図

快足シャッキと倶楽部の様子
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　南幌町議会では、本会議の様子をＹｏｕＴ

ｕｂｅチャンネルに公表しています。

　本会議後一週間をめどにアップロードして

いますので、日頃、議場に足を運ぶことがで

きない方も本会議の様子をご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こちらのＱＲコードから

ご覧になれます。

 　

　

　南幌町議会では、町内の５名以上の小グループ

や各種団体等と地域における諸問題や議会活動町

政に対する意見等を議員が直接伺う「議会懇談会」

を行っています。

　随時受付を行っていますので、是非、お申し込

みください。

　【お問合せ申込先】

　　議会事務局　☎ 398-7250

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議会改革度ランキング

全国第 68 位、北海道内第６位となりました

なんぽろ議会だより

 

　
寒
さ
の
な
か
に
も
春
の
気
配
を
感
じ
る

頃
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
議
長
を
除
く
全
員

が
一
般
質
問
を
し
、
議
員
の
質
問
に
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
答
弁
を
頂
け
た
こ
と
に

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
質
問
の

総
数
が
多
か
っ
た
よ
う
で
役
場
職
員
の
皆

様
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
先
も
町
民
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様

の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
愛

さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

道内上位 10 位のランキング

令和６年５月１日　第 166 号
〒 069-0292

空知郡南幌町栄町３丁目２番１号

TEL　011-398-7250

発行／南幌町議会
編集／議会広報特別委員会
　　　委員長　　細川美喜男
　　　副委員長　佐藤妙子
　　　委　員　　湯本要・星真希
　　　　　　　　高橋修平・家塚雅人
印刷／山東印刷（株）

全国
順位

道内
順位

議会名

１ １ 登別市議会
３ ２ 芽室町議会
23 ３ 福島町議会
39 ４ 下川町議会
52 ５ 栗山町議会
68 ６ 南幌町議会
135 ７ 旭川市議会
153 ８ 浦幌町議会
175 9 富良野市議会
179 10 美幌町議会

　早稲田大学マニフェスト研究所では、自治体議

会を対象とした 2023 年度の議会改革状況に関す

る調査「議会改革度調査 2023」を実施し全国の

議会から 87.6％の回答を得た調査結果をまとめ

ました。

　本調査は「情報共有」「住民参画」「機能強化」

の３分野を軸に全 57 問の調査項目からなり、令

和６年１月から２月にかけて全国の自治体議会を

対象に実施したものです。

　南幌町議会は、調査回答した 1,562 議会中（全

地方議会の 87.6％）のなかで、全国で第 68 位に

ランクインしました。これは南幌町議会として過

去最高位であり、北海道内での順位では「第６位」

という結果でした。

　これからも、さらなる議会改革に取り組んでい

きます。

　

 議会議員と懇談しませんか？  ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル


